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て、家計行動、年金制度、金融機関ビジネスモデル等の研究に従事。
2011年 スタンフォード大学MBA修了。
2011年より野村ホールディングスCEOオフィスに所属。
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FISC「安全対策専門委員会 」専門委員
FINOVATORS Founder
等を務める



自己紹介 2
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2002年 早稲田大学理工学部卒業。現日立ソリューションズ入社。Business 
Intelligence等のデータ活用に関するシステム開発に従事。

2008年 アクセンチュア入社。アナリティクス領域の戦略策定・実行や、証
券会社を中心に金融機関のIT戦略策定・実行に従事。

2018年8月より株式会社マネーフォワードに参画。マネーフォワードXにて金
融機関や事業会社との共創プロジェクトに従事。



Mission

お金を前へ。人生をもっと前へ。

「お金」は、人生においてツールでしかありません。

しかし「お金」とは、自身と家族の身を守るため、また夢を実現するために必要不可欠な存在でもあります。

私たちは「お金と前向きに向き合い、可能性を広げることができる」サービスを提供することにより、

ユーザーの人生を飛躍的に豊かにすることで、より良い社会創りに貢献していきます。



サービスを通して、社会課題解決に取り組む

2012年の『マネーフォワード ME』リリース以降、サービスラインナップは

28種類に拡大。

デジタル通帳

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

for ○○

MF Unit

※ グループ企業はジョイン時期で記載

個人向けサービス

企業向けサービス

BFM
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お金の見える化サービス『マネーフォワード ME』

家計簿アプリシェアNo.1*1。利用者数は1,100万人を突破し、家計簿アプリ

利用者の約4人に1人は『マネーフォワード ME』を利用。

対応数No.1(*2) 2,600以上の金融関連サービスに対応。
口座一括管理で自動で家計簿作成 利用者数及びシェア(*1)

*1 楽天インサイト 「現在利用している家計簿アプリ」2017年03月23日～2017年3月27日、調査対象者：20～60代家計簿アプリ利用者685名。
*2 自社調べ、2020年7月9日現在。

利用者数

シェア
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ユーザープロファイル① 6

20～40代が中心。結婚、出産、住宅購入などをきっかけに利用開始

※2019年5月末時点
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ユーザープロファイル② 7

高頻度での利用があり、情報収集リテラシーの高いユーザが多数存在
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※2017年2月ユーザアンケート結果（n=2,460)

※2017年9月ユーザアンケート結果（n=1,246)
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※2018年10月ユーザアンケート回答者1,530名のうち、
家計改善したと回答した利用者677名の回答より

※アプリユーザーの興味関心についてのアンケート（社内調査）
調査時期 ：2018年1月
調査対象 ：アンケート回答に協力をいただけるマネーフォワードユーザー
有効回答数 ：4982サンプル

12.8%

13.6%

17.4%

19.6%

23.2%

25.1%

25.5%

26.8%

30.9%

40.5%

48.2%

59.3%

63.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

妊娠・出産

結婚

独立・起業

相続

美容・健康

経済情報・時事ニュース

住宅購入・ローン

子育て

仕事・キャリア

住まい（暮らし方・インテリアなど）

老後・年金

節約・家計管理

投資・資産運用



電子決済等代行業について（金融庁パンフレットから） 8



• API（Application Programming Interface）はアプリ専用窓口

• 信頼できるアプリに合鍵を作製

• 合鍵を利用して、利用者のためにデータ参照／取引指示

①アプリがデータ参照や取引指示を行う権利を認可

②アプリにしか
使えない
合鍵を作製

③合鍵を利用
して情報取得
／取引指示

④サービス提供

利用者 アプリ 金融機関

9銀行APIの概要

API



現状の普及率

個人のIB利用率[23.6]% （*1）

法人のIB利用率[27.4]% （*2）

現状の課題

◆インターネットバンキング（IB）は、金融デジタル化の初歩を構成する要素
にも関わらず、その普及度を示す継続的な統計が存在していない

◆法人IBは有償であるケースも多く、紙での記帳もまだ多く行われている実態

◆金融機関におけるIBの活用度合いや、職員が利用を推奨・説明できるかにつ
いても、大きな差がある
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(*1)日本銀行「生活意識に関するアンケート調査」（第82回＜2020年6月調査＞）よりインターネット・モバイルバンキングでの振込の利用状況を参照
(*2)中小企業庁の「平成29年度 小規模事業者等の事業活動に関する調査に係る委託事業報告書」よりインターネットバンキングの利用している割合を参照

個人・法人のインターネットバンキング普及は必須



11銀行の参照系APIを活用したユースケースとメリット

家計簿

金融機関

個人
参照系

法人
参照系

通帳アプリ

クラウド型ツール

情報連携

情報連携

• 最先端のユーザー体験を自行口座で提供
• 高齢者の口座見守りサービス
• セキュリティを意識した利便性向上
• 印紙税負担の軽減等

電子
決済等
代行業

ユーザー基盤の獲得
→利用料・広告収入

• インターネットバンキングの利用度向上
• 試算表授受等の業務効率化
• 融資先の意思決定高速化・生産性向上等

• 様々な外部サービスとの連携で、メインバンクとしての口座活性化がみられ
ると共に、金融機関に対するロイヤリティ向上。



12銀行の更新系APIを活用したユースケースとメリット

家計簿

金融機関

個人
参照系

個人
更新系

法人
参照系

法人
更新系

通帳アプリ

アルゴリズム貯金

会計・帳簿 税務

給与計算・経費精算

情報連携

振替指示

情報連携

振替指示

他行

証券

カード

他行

売上
データ

カード

• 口座活性化
• 若年層へのアプローチ拡大
• 顧客の貯蓄習慣形成
• 店舗コンサルティングの水準向上
• 情報共有を通じた顧客理解の深化

• 帳簿等資料を連携した融資の組成
• 財務情報の即時性・透明性向上
• 地域の枠を超えたサービス展開

• 電子商取引／オンラインサービスの市場における決済手数料の獲得

• 外部サービスから即時の与信が可能となり、融資が拡大



証券口座のアグリゲーション

• スクリーンスクレイピングを行うケースが多い。API提供は少数に留まり、
提供する場合も資産管理に向けては十分な情報となっていないケースもある

• 取引用暗証を預かるわけではないため、情報の完備・速報性がアジェンダ

• 株式、投資信託、FX、年金資産、グループ内銀行口座、持株会、DC等が同一
ビューで見られないため、証券会社内でのアグリゲーションにもニーズ
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対応証券口座一覧 14



対応投資信託専用口座一覧 15



年金・生保の情報取得

• 確定拠出年金はRK及びフロント運営管理機関で情報取得

• ねんきんネットでは払い込み保険料総額を資産として表示（いずれ変更）

• 生命保険⇒定額年金を中心に、平文（数値化されていないデータ）としてス
クレイピング接続／API連携を行う流れが進行中
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他の資産クラスに関するアグリゲーション

• FX、貴金属積立、暗号資産についても大手とは連携

• プレーヤー側からの接続依頼が行われることも多い

17



データ流通の先の仕組みも重要

• 金融サービスにおいては、いずれは「取引需要」が発生する場所に取引用API
が付随する世界観が当たり前となってくる
（Ex. リバランスを判断するのは、新聞を読んでいる時など）

• そのため、取引用のAPIが整備されてくることがオンラインチャネルにおいて
は極めて重要となってくる。取引機会を逃さない／効率化する要素であるた
めWin-Winの要素

• 多くの人はアクティブトレーダーではなく、パッシブ／年に数回の取引需要
を持つ。そのような人たちにとっては、即時的取引以外に、情報提供・理解
資料等が付随することも重要

• 高齢者向けのサービスも無縁ではなく、むしろAPIを活用した丁寧な同意取
得・共有等が新たなサービス形成につながる可能性
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投資の入口としての家計簿サービス

• 投資関心の入り口としてPFMアプリは機能

• 実際の投資家としてのコンバージョン・行動変容はリアルイベントが重要

はい

84%

いいえ

6%

どちらともいえない

10%

お金の見える化サービス「マネーフォワード ME」の利用をきっかけに、

ライフプランを考えるようになりましたか？（より関心が高まりましたか？）
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（出所）当社ユーザーイベント実施時のアンケートより （出所）当社イベント開催時写真より



UIは試行錯誤の連続 20

創業期 現在
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• 個別性の高いアドバイス（携帯電話、趣味、保険…）

• 夫婦の会話の死活的な重要性

• 生活の把握、固定費の削減があっての資産形成ルート

行動変容へのトライアル

（出所）当社サービス（当時）のキャプチャ画面



行動変容へのトライアル 22

（出所）当社サービスキャプチャ画面



23おかねせんせい

（出所）当社サービスキャプチャ画面



24おかねせんせい

（出所）当社サービスキャプチャ画面



弊社協業部門のアプローチ 25

開発・

ソリューション

デザイン・UX

コンサルティング

マーケティング

プロモーション

データ

アナリティクス

Fintech戦略推進パートナー

✔データ分析、CRM設計

✔機械学習モデル構築

✔共同キャンペーン

✔WEBプロモーション

✔MFサービスデザイン

✔新規事業/サービスのコンサルティング

✔通帳アプリ

✔金融機関向けPFM

✔その他専用サービス開発



弊社協業部門のプロダクツ 26

マネーフォワード for ◯◯（専用版家計簿）

その他の取り組みMFUnit（資産管理・家計簿の部品提供）

デジタル通帳



導入事例：野村證券様

野村證券の資産管理アプリ『OneStock*』を共同開発。

資産寿命の見える化、資産の一元管理、資産の診断機能に

より、将来の資産形成をサポート。

*大切な資産〈stock〉をまとめる〈one〉という意味と、これまで同時に管理で
きなかったそれぞれの資産〈one〉を未来のために積み上げていく〈stock〉とい
う意味を持ちます。



導入事例：マネーコンパス・ジャパン様(東海東京証券グループ)

資産管理だけでなく、投資サービスや保険、年金などの可視化・管理機能も備え、

ユーザーの皆さまのお金に関する管理・運用を一元的に行えるアプリです。



本資料に記載された情報はマネーフォワードが信頼できると判断した情報源を元にマネー
フォワードが作成したものですが、その内容および情報の正確性、完全性等について、何
ら保証を行っておらず、また、いかなる責任を持つものではありません。

本資料に記載された内容は、資料作成時点において作成されたものであり、予告なく変更
する場合があります。本資料はお客様限りで配布するものであり、マネーフォワードの許
可なく、本資料をお客様以外の第三者に提示し、閲覧させ、また、複製、配布、譲渡する
ことは堅く禁じられています。

本文およびデータ等の著作権を含む知的所有権はマネーフォワードに帰属し、事前にマ
ネーフォワードの書面による承諾を得ることなく、本資料に修正・加工することは堅く禁
じられています。


